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平成23年３月期第３四半期連結業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成23年３月期第３四半期（平成22年４月１日～平成22年12月31日）の連結業績につきまして、

前年同期（平成22年３月期第３四半期）と比較して、下記のとおり差異が生じましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．前年同期との実績の差異 

（金額の単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

平成23年３月期第３四半期 

実績（Ａ） 
3,995 △539 △228 54 

平成22年３月期第３四半期 

実績（Ｂ） 
4,746 △656 △450 △1,624 

増減額（Ａ－Ｂ） 

（Ｃ） 
△750 116 221 1,679 

増減率 

（Ｃ）/（Ｂ）（％） 
△15.8 － － － 

（参考）平成22年３月期実績 6,251 △896 △703 △2,031 

 

 

２．差異が生じた要因 

当第３四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年 12 月 31 日）における当社グル

ープの経営成績は、商品先物取引業及び証券業が減収となった事から、営業収益は前年同期比

15.8%減となる 3,995 百万円となりました。この結果、営業損失は 539 百万円（前年同期 656

百万円の営業損失）、経常損失は 228 百万円（前年同期は 450 百万円の経常損失）となりまし

た。 



また、賃貸用不動産の一部譲渡による固定資産売却益を 182 百万円計上した事等から、当第

３四半期連結累計期間の四半期純利益は 54 百万円（前年同期は 1,624 百万円の四半期純損失）

となりました。 

なお、各セグメントの業績は以下のとおりです。 

 

① 商品先物取引業 

  当第３四半期連結累計期間における国内商品先物市場は、市場流動性低下による相場の

乱高下が嫌気され、個人投資家が取引を手控えた事が主な原因となり、全国商品取引所出

来高は前年同期比 11.5%減の 22,895 千枚となりました。 

当社グループにおきましては、上記市況の影響を大きく受け、貴金属市場及び石油市場

の委託売買高が前年同期を下回り、商品先物委託手数料収入は前年同期比 10.1%減の 1,913

百万円となりました。また、商品自己売買損益が△27 百万円（前年同期は 115 百万円）と

なり、商品先物取引業収益は前年同期比 15.7%減となる 1,892 百万円となりました。 

  

② 証券業 

  当第３四半期連結累計期間における国内株式市場は、外国為替市場における円高ドル安

が急速に進行した事等の影響から上値の重い展開が続きました。 

当社グループにおきましては、上記市況の影響を大きく受け、個人投資家の取引が手控

えられた事から、証券委託手数料収入が前年同期比16.8%減の1,686百万円となりました。

また、証券自己売買損益が 109 百万円（前年同期比 36.6%増）、金融収支が 43 百万円（同

9.1%減）となり、証券業収益は前年同期比 13.9%減となる 1,853 百万円となりました。 

 

③ 経営管理業 

  当第３四半期連結累計期間における経営管理業は、受取地代家賃が 106 百万円（前年同

期比 13.8%減）、その他営業収益が９百万円（同 50.5%減）となりました。 

 

④ その他 

  当第３四半期連結累計期間におけるその他売買損益は 133 百万円（前年同期比 20.6%減）

となりました。 

 

以 上 


